
ル
ネ
サ
ス
制
度
の
一
元
化

つ
い
て
客
観
的
な
必
要
性
は

合
意
で
き
る
か
も
し
れ
な
い

が
、
現
状
の
労
働
条
件
が
低

下
す
る
こ
と
や
職
場
の
意
見

が
反
映
し
き
れ
ず
、
職
場
の

理
解
が
得
ら
れ
な
い
性
急
な

結
論
と
な
ら
な
い
こ
と
が
重

要
と
考
え
ま
す
。

１
、
ル
ネ
サ
ス
制
度

一
元
化
の
進
め
方

前
提
と
し
て
人
事
処
遇
、

福
利
の
制
度
を
秋
頃
ま
で
に

労
使
合
意
を
す
る
と
な
る
と
、

Ｒ
Ｈ
と
Ｒ
Ｍ
制
度
の
違
い
が

大
き
く
職
場
の
「
十
分
な
る

検
討
と
合
意
」
に
無
理
が
あ

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

特
に
、
人
事
処
遇
制
度
は
、

制
度
の
具
体
的
内
容
と
各
人

へ
の
適
用
が
具
体
的
に
な
っ

て
か
ら
の
問
題
点
が
多
く
見

ら
れ
る
も
の
で
す
。

２
、
会
社
の
考
え
方

会
社
は
「
い
た
ず
ら
に
硬

直
的
に
な
る
こ
と
が
な
ら
な

い
よ
う
な
変
化
等
に
耐
え
う

る
運
営
が
で
き
る
制
度
」
と

述
べ
て
い
る
が
、
そ
の
具
体

化
に
つ
い
て
注
目
し
た
い
。

さ
ら
に
「
評
価
の
全
て
を

成
果
に
お
く
成
果
一
元
主
義

は
と
ら
な
い
」
と
し
て
い
る

点
も
注
目
す
べ
き
提
案
と
な
っ

て
い
る
と
考
え
ま
す
。

３
、
労
組
の
考
え
方

①
「
現
行
制
度
に
こ
だ
わ
ら

な
い
」
と
し
て
い
る
が
、
労

働
条
件
の
低
下
を
招
か
な
い

こ
と
が
重
要
で
す
。

②
組
合
員
の
理
解
と
納
得
を

第
一
義
と
す
れ
ば
「
全
員
投

票
」
制
度
な
ど
の
検
討
を
す

べ
き
と
考
え
ま
す
。

③
生
活
の
安
心
・
安
定
が
ま

ず
先
に
あ
り
、
そ
の
上
に

「
働
き
甲
斐
」
を
考
慮
す
べ

き
で
す
。

④
結
果
と
し
て
「
人
件
費
削

減
」
と
な
る
よ
う
な
、
降
格
・

降
給
と
な
る
制
度
と
し
な
い

こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

４
、
「一
元
化
」の

考
え
方
に
つ
い
て

①
働
く
も
の
が
「
安
心
・
安

定
」
と
な
る
制
度
の
確
立
を

め
ざ
し
て
す
す
め
る
。

②
新
制
度
の
移
行
時
に
は
、

現
行
賃
金
に
あ
っ
た
格
付
け

に
す
る
こ
と
を
基
本
と
す
る

こ
と
が
重
要
で
す
。

③
個
別
評
価
は
公
平
な
る
制

度
と
運
用
が
保
証
で
き
る
こ

と
が
必
要
で
す
。
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制
度
の
一
元
化
に
つ
い
て
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▼
「
紀
伊
山
地
の
霊
場

と
参
詣
道
」
が
世
界
遺

産
に
登
録
さ
れ
た
。
日

本
で
は
４
年
ぶ
り
12
件

目
だ
▼
地
域
全
体
が

「
文
化
的
景
観
」
と
し
て
登

録
さ
れ
る
の
は
日
本
で
は
初

め
て
▼
登
録
さ
れ
る
の
は
熊

野
三
山
、
高
野
山
、
吉
野
・

大
峰
と
熊
野
古
道
な
ど
▼
早

速
、
近
畿
経
産
局
は
経
済
効

果
３
７
２
億
円
と
算
定
し
た
。

景
気
が
な
か
な
か
回
復
し
な

い
現
在
、
景
気
回
復
の
引
き

金
に
と
期
待
す
る
の
も
無
理

は
な
い
▼
空
海
（
弘
法
大
師
）

は
高
野
山
に
金
剛
峯
寺
を
建

て
、
真
言
宗
を
開
い
た
。
そ

し
て
各
地
を
回
り
、
井
戸
や

池
を
造
り
、
貧
し
い
民
衆
の

た
め
に
力
に
な
っ
た
と
い
う

▼
ま
す
ま
す
住
み
に
く
く
な
っ

て
き
た
こ
の
日
本
、
空
海
の

よ
う
人
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

い
や
、
今
の
日
本
で
は
、
多

く
の
人
が
力
を
合
わ
せ
る
こ

と
に
よ
っ
て
空
海
の
よ
う
に

な
れ
る
だ
ろ
う
。

集積回路



ル
ネ
サ
ス
武
蔵
（
旧
日

立
武
蔵
）
の
再
開
発
が
決

定
さ
れ
、
こ
の
四
月
か
ら

本
館
の
一
部
の
取
り
壊
し

が
始
ま
り
、
来
年
の
３
月

末
に
は
７
Ｆ
建
て
延
べ
４

万
㎡
の
新
設
計
棟
が
完
成

し
ま
す
。

土
壌
汚
染
調
査
で

基
準
値
の
10
倍
以
上

が
明
ら
か
に

従
来
か
ら
心
配
さ
れ
て

い
た
土
壌
汚
染
問
題
が
、

小
平
市
議
会
の
本
会
議
で

の
一
般
質
問
で
取
り
上
げ

ら
れ
、
日
本
共
産
党
の
佐

藤
市
議
の
質
問
に
対
し
て

「
ト
リ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
」

（
基
準
値
０
．
０
３
Ｐ
Ｐ
Ｍ

に
対
し
測
定
値
０
．
０
４
１

Ｐ
Ｐ
Ｍ
）
処
理
に
石
灰
を
入

れ
る
、
「
フ
ッ
素
」
（
基
準

値
０
．
８m
g

／
㍑
に
対
し
９
．

５m
g

／
㍑
）
処
理
は
土
を
入

れ
替
え
る
、
「
鉛
」
（
基
準

値
１
５
０m
g

／kg

に
対
し
１

８
０
０m
g

／k
g

）
は
焼
却
処

理
を
行
な
っ
て
い
る
と
、
答

え
ま
し
た
。

今
後
の
事
業
所
の
人
員
に

つ
い
て
は
、
現
行
の
３
０
０

０
人
が
４
０
０
０
人
に
と
増

加
す
る
、
と
答
弁
さ
れ
て
い

ま
す
。

建
設
に
あ
た
っ
て
告
知
さ
れ

た
デ
ー
タ
は
、
土
地
は
２
万
２

１
９
６
㎡
、
建
物
は
７
Ｆ
で
延
べ

４
万
４
６
４
㎡
、
高
さ
31
・35
ｍ
、

完
成
時
期
は
05
年
３
月
31
日

と
な
っ
て
い
ま
す
。
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武
蔵
の
再
開
発

市
議
会
で
質
問
さ
れ
る

６
月
10
日
、
小
平
市
議
会
の
本
会
議
で
の
一
般
質
問
で

日
本
共
産
党
の
佐
藤
み
つ
る
議
員
が
「
武
蔵
地
区
の
再
開

発
」に
関
す
る
質
問
を
行
な
い
、
地
域
住
民
へ
の
説
明
会
の

開
催
な
ど
の
状
況
が
生
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

住民に説明するために市に提出された図面（変更もありうる）

新設計棟

駐車場



ル
ネ
サ
ス
は
６
月
22
日
、

04
年
度
事
業
方
針
を
記
者

会
見
で
発
表
し
ま
し
た
。

03
年
度
連
結
決
算
は
、

売
上
高
＝
９
８
５
６
億
円

営
業
利
益
＝
４
４
８
億
円

税
前
利
益
＝
１
０
２
億
円

純
利
益
＝
８
６
億
円

と
の
事
で
し
た
。

04
年
度
の
計
画
業
績
は
、

売
上
高
＝
１
兆
９
０
０
億

円
、
営
業
利
益
＝
６
０
０

億
円
と
し
て
い
ま
す
。

売
上
高
が
１
兆
円
を
超

え
る
企
業
は
、
日
本
の
03

年
度
決
算
で
見
る
と
88
社

に
過
ぎ
な
い
程
の
大
企
業

と
な
り
ま
す
。

中
国
に

事
業
統
括
会
社
設
立

７
月
１
日
付
で
中
国
の
上

海
市
に
中
国
事
業
統
括
会
社

を
設
立
し
、
ド
イ
ツ
の
生
産

拠
点
を
閉
鎖
し
て
中
国
に
経

営
資
源
を
シ
フ
ト
す
る
と
し

て
い
ま
す
。
中
国
で
の
売
上

は
、
03
年
度
で
約
８
０
０
億

円
を
07
年
度
に
は
３
０
０
０

億
円
に
高
め
た
い
と
し
て
い

ま
す
。

微
細
加
工
技
術
で

松
下
と
提
携
継
続
へ

ル
ネ
サ
ス
発
足
前
の
98
年
、

三
菱
電
機
と
松
下
電
器
、
松

下
電
子
工
業
が
共
同
開
発
を

提
携
し
、
こ
の
５
年
間
で
５

０
０
億
円
も
の
開
発
費
を
投

じ
、
回
路
線
幅
１
５
０
ﾅﾉ
、

１
３
０
ﾅﾉ
、
９
０
ﾅﾉ
の
生
産

技
術
を
開
発
し
、
そ
れ
ぞ
れ

の
工
場
に
導
入
し
た
。

今
回
、
さ
ら
に
契
約
期
間

を
２
年
間
延
長
し
、
当
面
、

06
年
～
07
年
に
量
産
が
本
格

化
す
る
と
見
ら
れ
る
65
ﾅﾉ
製

品
の
生
産
技
術
を
開
発
す
る

と
、
し
て
い
ま
す
。
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◎
む
し
暑
い
夜

や
は
り

ク
ー
ラ
ー
に
頼
る

ぶ
っ
そ
う
な
世
の
中

お
ち
お
ち

窓
も
開
け
て
い
ら
れ
ま
せ
ん

休
憩
室

ル
ネ
サ
ス
の
03
年
度
決
算

営
業
利
益
４
４
８
億
円

世界遺産に

「紀伊山地の霊場と参詣道」登録

中国・蘇州で開かれているユネスコの第２

８回世界遺産委員会は、７月１日に「紀伊山

地の霊場と参詣道」が新たに世界遺産に登録

することを決めた。と報道されました。

登録年 登録名称

①1993年 法隆寺地域の仏教建造物

②1993年 姫路城

③1993年 白神山地

④1993年 屋久島

⑤1994年 古都京都の文化財

⑥1995年 白川郷・五箇山の合掌造り集落

⑦1996年 原爆ドーム

⑧1996年 厳島神社

⑨1998年 古都奈良の文化財

⑩1999年 日光の社寺

⑪2000年 琉球王国のグスク・関連遺産群

⑫2004年 紀伊山地の霊場と参詣道

世界遺産は今回までに２９カ国７５４件が

登録されています。



ル
ネ
サ
ス
の

処
遇
制
度
改
訂

昨
年
の
日
立
処
遇
制
度
改

訂
の
時
に
は
、
ル
ネ
サ
ス
社

員
に
は
適
用
さ
れ
な
い
か
ら

と
言
わ
れ
、
な
に
も
知
ら
さ

れ
な
い
ま
ま
に
決
ま
っ
て
し

ま
っ
た
。
そ
れ
な
の
に
、
今

年
の
日
立
労
組
定
期
大
会
議

案
書
の
ル
ネ
サ
ス
の
処
遇
制

度
改
訂
の
項
に
は
、
「
日
立

の
改
訂
を
基
準
に
考
え
る
」

と
書
か
れ
て
い
る
。

昨
年
「
ル
ネ
サ
ス
に
適
用

し
な
い
と
い
っ
て
も
、
そ
の

時
に
な
れ
ば
必
ず
参
考
に
さ

れ
る
か
ら
他
人
事
で
は
な
い

の
よ
」
と
言
っ
て
い
た
こ
と

が
、
そ
の
と
お
り
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
。

で
も
、
具
体
的
見
本
が
目

の
前
に
あ
る
わ
け
だ
か
ら
、

プ
ラ
ス
の
面
、
マ
イ
ナ
ス
の

面
を
す
べ
て
さ
ら
け
だ
し
て

ほ
し
い
。
そ
う
す
れ
ば
、
私

た
ち
の
論
議
も
活
発
に
さ
れ

る
で
あ
ろ
う
。
（
Ｈ
子
）

構
内
放
送
で

「
投
票
の
呼

び
か
け
」

今
回
の
参
議
院

選
挙
、
従
来
に
な

い
取
り
組
み
と
し

て
、
構
内
放
送
で

「
大
切
な
一
票
を

投
票
」
「
期
日
前

投
票
を
」
と
選
挙

の
呼
び
か
け
が
行

な
わ
れ
、
職
場
に

よ
っ
て
は
「
昼
礼
」

で
職
制
が
呼
び
か

け
て
い
ま
す
。
純
粋
な
動
機

で
あ
れ
ば
気
に
な
ら
な
い
け

れ
ど
、
意
図
す
る
と
こ
ろ
が

あ
っ
て
の
呼
び
か
け
で
あ
れ

ば
今
後
の
職
場
運
営
に
心
配

を
残
し
て
い
る
。
（
Ｙ
）

武
蔵
の
再
開
発

二
期
本
館
、
機
械
工
場
の

取
り
壊
し
が
始
ま
っ
た
と
思
っ

た
ら
、
６
月
末
に
は
終
わ
っ

て
し
ま
っ
た
。
跡
地
を
見
る

と
そ
の
広
さ
を
改
め
て
感
じ

た
。
来
年
の
３
月
末
に
は
７

F
建
て
延
べ
面
積
４
万
㎡
の

新
設
計
棟
が
完
成
す
る
と
言

わ
れ
て
い
る
。
事
業
所
の
外

周
も
含
め
て
快
適
な
環
境
の

事
業
所
に
生
ま
れ
変
わ
っ
て

も
ら
い
た
い
も
だ
。
（
Ｉ
）

職
場
だ
よ
り
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絵

手

紙

で

ご

挨

拶
組
合
の
定
期
大
会
の
議
案
書
で
計
画
年
休
の
行

使
率
が
低
下
し
た
、
と
指
摘
し
て
い
る
。
仕
事

量
に
見
合
っ
た
人
員
が
な
け
れ
ば
余
裕
の
あ
る

職
場
環
境
に
は
な
ら
な
い
。
労
働
環
境
の
改
善

を
図
っ
て
行
き
ま
し
ょ
う
。

（
Ｔ
）

武蔵で結核が発生

この５月に結核患者が発生し

たと報告されました。発生職場

での対応など大変であったよう

です。結核菌は、元気で抵抗力

のある時にはおとなしくしてい

るが、体力が落ちると発症する

おそれがあると言われています。

以前にBCG接種していても一生有

効でないので、十分な睡眠と食

事、適度な運動で体力をつける

ことが大切と感じました。（Ｔ）

編集後記


